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撮像後、血管内超音波にてステント端から 10mm の位置で新生内膜肥厚の面積を計測した。3 カ月
後に屠殺し、病理組織学的検討を行った。ステント拡張力の観点から検討するために、血管内超音波
や病理組織で計測した位置での血管断面にかかるステントの拡張力を in vitro で測定した。各々のデ








点で 0.73N/mm²、大動脈側の径になった時点で 0.17N/mm²となり、約 4.2 倍の差を認めた。 
口径差のある分岐血管に 1 本の直線型ステントを留置すると、オーバーサイズ側では血管に過度の
拡張力がかかり続け、新生内膜肥厚が経時的に増大し、結果的には血管内腔が狭小化することが証明
された。口径差の大きい血管に対して 1 本の直線型自己拡張型ステントを留置する際は、オーバー
サイズ側の新生内膜肥厚増大に留意する必要がある。 
以上の研究結果は、末梢血管や頸動脈狭窄症などの動脈狭窄症の症例に対して、ステント留置におけ
る問題点を実証した基礎研究である。よって、本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値するも
のと判定された。 
